
「Challenge（チャレンジ）！」 
「Colorful is wonderful（カラフル イズ ワンダフル）！」 

             マラソン大会＆150周年記念おもちつき 

    ～  ご参加・ご協力 ありがとうございました  ～ 

 今回で35回目を迎えた「樫邑小学校マラソン大会」を1月18日(土)に、行いました。この日は、朝は寒かったもの

のとても良いお天気となりました。 

 応援はもちろんのこと、ポイントに立ってくださったり、看板を設置してくださったり、伴走者を務めてくださったりと保

護者の皆様、地域の皆様が多大なるバックアップをしてくださったことに心から感謝いたします。マラソン後のもちつ

きや鍋の準備も同時進行でしたので、かなりお忙しかったことと思います。お陰様で、走った児童全員が完走できた

り、見学だった児童も自分ができることで活躍したりと一人一人の頑張りを目にすることができて、とても嬉しく思い

ました。 

 未就学のお子さんも参加してくださり、完走！1200メートルコースも２０００メートルコースも参加したお子さんもおら

れ、大人顔負けの体力に目を見張りました。元気よくゴールする姿に「樫邑の未来は明るい！」と感じました。 

 樫東連合自治会様より、今年度もみかんの差し入れをいただきました。走った後の身体に甘酸っぱいみかんの果汁

が染み渡ったようでした。「みかん美味しい！」と笑顔でいただく子どもたちの様子に疲れが吹っ飛んでいるんだろう

なとも感じました。ありがとうございました。また、地域の方が、羊羹を子どもたちに差し入れしてくださいました。思い

を寄せてくださっていることをひしひしと感じ、嬉しい気持ちでいっぱいになりました。ありがとうございました。 

 マラソン大会後は、樫邑小学校創立150周年を記念して、お祝いのもちつき。杵と臼でつきました。JA女性部樫邑

サークルより2名の方が応援に来てくださいました。新庄村からも『4人づき』のご指導に1名、地域の方も猪鍋作り

や餅米を蒸すサポートに来てくださり、ありがたかったです。子どもたちも杵を持ってつく体験をさせてもらいました。

杵の重さとそれにくっつく餅のねばりで、ハイスピードもちつきとはいきませんが、良い経験になったことと思います。 

つけたお餅は、子どもたちが中心となって丸めましたよ。そして、JA女性部樫邑サークルの方が、作ってくださった猪

鍋につきたてのお餅を入れていただきました。とても美味しく、身体も温まりました。猪鍋の猪は、前日に仕留めたもの

だったそうです。地域の方のお力添えに感謝の気持ちでいっぱいです。もちろん、お餅も猪鍋も大人気！完食です。 

 これからも子どもと大人が一緒になって楽しい活動をしていけるといいです。 
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「樫邑大まつり」 大成功！！ 

昨日1月23日(木)に行った「樫邑大まつり」には、お忙しい中、足を運んでくださり、ありがとうございました。３・４・

５年生企画のイベントを楽しむことができました。この日の様子は、次回の樫邑きらきらだよりで紹介します。 

1月27日(月)9時40分～11時25分（予備日2月3日）は、「ごみ拾い大会」です。こちらも３・４・５年生企画のイベ

ントです。ご都合がつかれましたら、ぜひご参加ください。 

  

 

 

 避難訓練＆防災出前教室     ～ 令和7年1月17日 ～ 

  令和7年1月17日は、阪神淡路大震災から30年。多くの教訓を得た震災の日は、今、防災・ボランティ

アの日に制定されています。この日に合わせて、樫邑小学校では、大地震と火事を想定した避難訓練と東

京海上日動と東真産業から3名の講師を迎え、防災出前教室を開催しました。 

  児童は、緊急地震速報のアラーム音を聞くと、すぐ机の下に入り、頭を守る姿勢をとりました。その後、座

布団等で頭を守りながら、ハンカチで口や鼻を覆いながら、運動場へ避難。真剣に取り組み、避難にかか

った時間は1分19秒でした。落ち着いて行動できていたところも素晴らしかったです。 

  多目的ホールで開催した防災出前教室には、今年度も地域の方が参加してくださいました。今年度は

水害と土砂災害について学びました。非常持ち出し袋の中に何を入れるのか、たくさんのカードの中から８

つ選ぶワークにも挑戦しました。何を入れるかに答えはなく、どれも正解です。「水は絶対にいると思う。」「

ゲームがあった方が楽しい気持ちで過ごせるんじゃないかな。」「家族の写真はあった方がいい。」等、同じ

グループの大人と子どもで話し合いながら、決めました。子どもたちの選んだ理由を聞くと、思いもしなかっ

た答えが返ってくる場面もあり、改めて対話をすることの必要性を感じました。 

 講師を務めてくださった皆様、参加してくださった皆様、大変ありがとうございました。これからも防災につ

いて地域の方と一緒に学ぶ時間を持ちたいと考えています。 

避難所開設の訓練がありました ～ 令和7年1月21日(火) ～ 

樫邑小学校は避難所および避難場所に指定されています。今までにも実際に体育館が避難所として開設され

たことがありますが、今回、真庭市職員の方が来られ、避難所開設の訓練をされました。1月17日の防災学習時

に講師の方から、「避難所に避難した場合、自分たちにできること、例えば、食事を運んだり、声をかけたり、小さ

な子どもと遊んだり等を進んでできると良いですね。」というお話を聞いていたので、子どもたちも見学をさせて

いただきました。そして、実際に受付をしたり、座布団を運んだり、防災食や水がある場所に取りに行ったりする等

の体験をさせていただきました。実際にはない方が良いですが、もしも、避難所に避難することがあった時、地域

の方と協力して運営に携わることができる人になりたいと私自身も思いました。子どもたちにとっても大切な学習

ができたのではないかと思います。市役所の皆さん、ありがとうございました。 

 


